
   追手門学院大学社会連携・社会貢献の基本方針 

 追手門学院大学は、認定こども園から大学・大学院までの総合学園である追手門学院に

共通する教育理念である「独立自彊・社会有為」、即ち「地域社会、国家および国際社会

において、指導的役割を果たしうる人間の育成」を踏まえ、社会連携・社会貢献に関する

方針として、下記の通り定める。 

記 

（社会連携・社会貢献全般） 

１．本学の教育研究成果、及び、学生や教職員の活動と、産業界・企業、学外の教育研究

機関、行政機関、地域社会等との連携を推進し、新しい知や新たな事業・産業の創出へ

の貢献により、地域の文化・経済・教育の発展に寄与する。 

（人材育成） 

２．上記活動への学生の参加を促し、社会における自身の役割の理解と、実社会での課題

発見、解決策の考案を通じて、社会の発展に貢献できる人材の育成を行なう。 

（知識・技術等の還元） 

３．学術研究成果の国内外の事業者などへの移転と実用化を積極的に進め、社会課題を解

決する新技術・新産業の創出と提供に貢献する。 

以 上 


